
 

2018 年 2 月 21 日 

「健康経営優良法人 2018（大規模法人部門）」の認定について 

千葉銀行（頭取 佐久間 英利）は、2018 年 2 月 20 日（火）、経済産業省及び日本健康会議※

が実施する「健康経営優良法人認定制度」において、「健康経営優良法人 2018（大規模法人部

門）」に認定されました。 

この「健康経営優良法人認定制度」は、健康経営に取り組む優良な法人を「見える化」すること

で、従業員や求職者、関係企業などから「従業員の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に取り

組んでいる法人」として社会的に評価を受けることができる環境を整備することを目的として昨年

度より創設されました。 

当行は、経済産業省が実施する「健康経営度調査」において所定の基準を満たしたことから、  

この度、優良な健康経営を実践している企業として、昨年に続いて2回目の「健康経営優良法人」

の認定を受けました。 

当行では、今後も引き続き従業員の健康保持・増進やワーク・ライフ・バランスの実現に向

け、健康保持・増進を目的とした施策の拡充や啓蒙活動を進めてまいります。 

 

※日本健康会議とは、少子高齢化が急速に進展する日本において、国民一人ひとりの健康寿命

延伸と適正な医療について、民間組織が連携し行政の全面的な支援のもと実効的な活動を行

うために組織された活動体です。経済団体、医療団体、保険者などの民間組織や自治体が連

携し、職場、地域で具体的な対応策を実現していくことを目的としています。 

 

以  上 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



健康経営優良法人について 

（１）概要 

○これまで上場企業を対象とした「健康経営銘柄」※が実施されていたが、昨年度より日本健

康会議と共同で、保険者と連携して優良な健康経営を実践している法人を「健康経営優良法

人」として認定・公表する制度を創設した。 

○経済産業省が実施する「健康経営度調査」に回答し、設定された認定基準に適合した企業が

認定される。 

 

 ※健康経営銘柄について 

  東京証券取引所に上場する企業の中から「健康経営」に優れた企業を選定し、長期的な視

点からの企業価値向上を重視する投資家にとって魅力ある企業として紹介している。原則

1 業種 1 社が選定され、企業による「健康経営」の取組みを促進することを目指している。 

なお、「健康経営」とは、従業員の健康保持・増進の取組みが、将来的に収益性等を高め

る投資であるとの考えのもと、健康管理を経営的視点から考え、戦略的に実践することを

指す。 

 

（２）認定要件 

 

 

以 上 

（別 紙） 


